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論文審査結果の要旨 

本論文は、5,313 人の地域住民を対象に睡眠時無呼吸の重症度の代替マーカーである夜

間間欠的低酸素と循環器疾患の発症リスクとの関連について検討した論文である。これま

で中等度以上の睡眠時無呼吸と循環器疾患発症との関連については主に国外から報告され

てきたが、我が国での検討はない。本論文では、中央値 12.8 年間の観察において、夜間間

欠的低酸素の指標である 1 時間あたり 3％以上の酸素飽和度低下数（3％酸素飽和度指数

[ODI]）＜5 と比較して、3%ODI≥5 では循環器疾患発症のハザード比が 1.49（95%信頼区間 

1.09-2.03）、ラクナ梗塞で 2.13（1.08-4.22）、心疾患（急性心筋梗塞、労作性狭心症、突

然死）で 1.93（1.16-3.19）と有意なリスク上昇が認められることを明らかにした。現在、

睡眠時無呼吸の重症度の判定は、主に終夜睡眠ポリソムノグラフィ検査から算出される無

呼吸低呼吸指数(AHI)で行われているが、夜間間欠的低酸素の意義についての研究は限ら

れている。本研究は、夜間間欠的低酸素の健康影響に関するエビデンスを示しており、社

会医学的に意義のある論文である。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 


